
データやワークロードの移行は負担ながらも回避できない
イベントに

データ移行に伴う課題

データ移行の一般的なシナリオ

OpenTextによる移行に関する課題への対処

ダウンタイムと
データ損失

適切なデータ移行
プランニングの欠如

業務への支障 複雑性 互換性

ユーザーやシステム
の稼働を止めるこ
となく、始めから
終わりまで通常通
りの生産性を確保
できるデータ移行

常に安心できる移
行を提供するため
のプリフライト
チェックと自動化

移行プロセスの簡
素化が熟練リソー
スの関与を減らす
ことによるコスト
削減に加え、カット
オーバー作業の自
動化によるプロジェ
クト期間の短縮

一般的なリスクを
排除し、移行を合理
化する高度に自動
化されたプロセス

異なるハードウェア、
仮想環境、クラウ
ドプラットフォー
ム間の移行に対応

クラウド移行に伴う課題はセキュリティ (73%)への懸念が最上位であるものの、
互換性(45%)、データ品質(44%)、スケーラビリティ (35%)への懸念も見られます。3
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ビジネスにおいて移行が必要になる理由

• 統合、および合併
• ハードウェアのアップグレード
• ソフトウェアやアプリケーションの
アップグレード

• 既存ソフトウェアのサポート終了
• クラウドへの移行
• オフィスやデータセンターの移転

移行が先延ばし、または回避される一般的な理由
 ITリソース(時間、コスト)
• 複雑性
• ダウンタイムの発生
• データの破損や損失のリスク
• アプリケーション性能の問題

リプラットフォーム リファクタリホスト

SQL Serverのサポート終了

コスト最適化のためのプロバ
イダー変更

ワークロードの最適化(Azure 
Stackへの移行など)

クラウドやSaaSへの移行
(SAPのクラウドへの移行
など)

物理サーバーから仮想サー
バーまたはクラウドへの
移行

データセンターの移行

M&A、コストやリスク要因
による移行

Carbonite® Migrateで
ワークロードの迅速な移行を実現

の企業が規制要件に
直面し、アプリケー
ションとデータを
クラウドに移行して
います。2

80% 50%
の企業が、2025年までに
クラウド、ホスティング、
コロケーションサービス
に移行すると予測されて
います。1

45

移行に関するタイムライン

OSとパッチの
新規インス
トール

アプリケーションの
新規インストール

アプリケーション
へのデータの移行

ユーザーとアプリケー
ションの切り替え

データのコピー

アプリケーション
の停止 マージ テスト/検証 オンライン

ダウンタイムの開始 ダウンタイムの終了

一般的な移行のタイムライン

ターゲット
サーバーや

アプライアンスの
事前プロビジョ

ニング

移行ジョブ
の作成

継続的な
レプリケーション

移行開始

ターゲット
サーバーの
設定と同期 同期の完了

テスト/検証、
および

カットオーバー オンライン

数分の
ダウンタイム

OpenTextによる移行のタイムライン

OpenTextの差別化要因

リアルタイムの
バイトレベル

レプリケーション

移行中もユーザーによる
利用やアプリケーションの

利用が可能

ソースおよびターゲットの
プラットフォームを幅広く
サポートする自動化機能

サーバー全体やデータのみの移行が可能

多様なハードウェアやプラットフォームに対応

リアルタイムでバイトレベルのレプリケーション
技術により、物理的距離にかかわらずダウンタイム
を最小化

ワンクリックまたは自動で簡単にカットオーバー

Hyper-VやvSphere上の仮想マシンを自動で
プロビジョニング

AES 256ビット暗号化でセキュリティを確保

圧縮と帯域幅のスケジューリングでWANを最適化

移行テストが可能

業界をリードするテクノロジーを搭載

Carbonite® Migrateで各データに
最適な環境を選択

OpenTextが提供できること

OpenText 
Cybersecurity

市場で数十年もの実績を誇るクロスプラットフォームソリューションにより、
「Any to Any」環境のシームレスなデータ移行を実現します。

インフラストラクチャ
コストを削減し、余分な支出
を節約(例: ホットデータと
コールドデータの保管場所を
分離し、コストを最適化)

ベンダー依存からの脱却で
ITアジリティが向上(例: ハイ
パーバイザー、ハードウェア、
クラウドのあらゆるベンダー

を利用可能)

大規模なワークロードの
移行後もすぐに稼働可能

数分でカットオーバーでき、
リスクとダウンタイムを
ほぼゼロにまで削減

新しい環境を
無制限にテスト

プロセスの各段階の
オーケストレーションを

自動化

Carbonite® Migrateに関する詳細

詳細はこちら

1 The Economist: The world’s most valuable resource is no longer oil, but data
2 Tech Target: DRaaS guide: Benefits, challenges, providers and market trends

3 Infiniti Research Limited: Global Disaster-Recovery-as-a-Service (DRaaS) Market 2021-2025

M&Aによる移行やデータセンターの移行

OpenTextによる移行のユースケース

卓越した
インフラストラクチャ機能

合理的な
移行プランニング

ほぼゼロの
ダウンタイム

パブリッククラウド
(Google Cloud、Microsoft 
Azure、AWSなど)から
プライベートクラウド、
ハイブリッドクラウド、
マルチクラウドまでの
あらゆるクラウドに対応

VMware、Hyper-V、KVM、
Xenなどのあらゆるハイ
パーバイザーに対応

ハードウェア環境

検出からインストール、
構成、プロビジョニング、
移行、カットオーバーに
至るまでの移行プロセス
を自動化

中央コンソールで自動化
された移行を合理化

サーバー全体、アプリケー
ションのみ、データのみ
の移行を選択可能

サーバーのワークロード
全体を取得

ダウンタイムがほぼゼロ
のリアルタイムレプリ
ケーションを使用

カットオーバー前にター
ゲットをテスト

!

お客様が実現できること

スケーラビリティ

互換性

セキュリティ

データ品質

仮
想

物
理

 クラウド

https://www.carbonite.com/products/cloud-migration

